
今、高校生が考える生成AIとの付き合い方　ー「誤情報・偽情報」を超えた活用法を考えるー
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•1

生成AIと人類のこれから____  

新潟 ２班 8.8



生成AIの活用と役割

• 日常的に使用している人はいなかった
• 今回、話し相手・相談相手として使ってみた
• プロンプトの出し方に苦戦した。

→聞き方・情報の伝え方



実際に使ってみた（相談相手として）



実際に使ってみた（情報収集として）







生成AIの偽・誤情報とは

• 偽：意図的に作られた嘘の情報
• 誤：勘違い/誤解によるウソの情報

• 私たちが使った範囲（相談や軽い調べもの）では、偽
情報は入っていなかったように思う

• 調べるものが複雑になると誤情報も少し含まれていた



• 偽情報を作り出すのに、生成AIを利用する。
例）芸能人のスキャンダル

• 意図せず偽・誤情報を拡散することもある。
– 出てきた答えをそのまま拡散

・情報すべてを鵜呑みにしない



偽・誤情報を超える process _____

・活用法を攻略
　　　 ↓

使いこなす
　　↓
正しい情報を活用できる


